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 （2．1）         WIC＝一2×1og！（κ1θ）十2×“Bias correction”
“Bias correction”は
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狭義凸2次計画問題に対するアフィンスケーリング法の大域的収束性について
                                    土 谷   隆
Karmarkar（1984）が射影変換を利用した内点法を提案して以来，線形計画問題に対して内点法によ
るアプローチが活発に続けられている．それよりも逢かに早く，SovietのDikin（1967）によって提案
され，Karmarkar法が登場したのちにBames（1986），Vanderbei et aL（1986）らによって再提案され
